









太湖、金寨等、20 数カ所で窯跡が発見され、いくつかの窯跡の採集品は簡報で発表された ()。2002 年
 月 6 日に繁昌県で発掘中の窯跡を訪ね、その折りの見聞を報告したが (2)、そのうちの一つ繁昌県柯

























　繁昌柯家村窯跡は 955 年に発見され、958 年と 979 年に試掘調査され、安徽省人民政府が 98 年に
全省重点文物保護単位・柯家村遺址として認定した。『東南文化』99-2 に報告され、白磁の碗や執壺が
主な製品で、匣鉢を使用することが知られる。200 年 6 月に中華人民共和国国務院が全国重点保護単位・





0 月は蒸し暑く大きな蚊に悩まされたという。発掘地点を決めた後にトレンチ 3 カ所を設定し、層位を
確認し、0 月 0 日から 2 カ所を深く掘り始めた。竜窯跡の残り状態はよく、保存できると発掘者は判断
















に泥を塗る。面積は小さく、長さ 0.45 ｍ、幅 .4 ｍである。燃焼室の中央に焚き口があり、
幅 45 ～ 65cm、残高１ｍで、口を閉じた痕跡を示す３層のレンガが 20cm の高さで残る。





ま残る場所も見られ、匣鉢内には未焼成碗があった。焼成室の長さは 53 ｍ、残存する壁の高さは .4 ｍ、
幅は中央部のもっとも広い部分で 2.8 ｍ、燃焼室に近いところはもっとも幅が狭く .4 ｍである。床面
傾斜は下方がきつく、中程が緩く、上方がきつく、最後が緩くなり、少し窄まる。床には細砂が敷かれ





上方にあったようで、残存部分が見えない。窯尾は残りが悪いが、幅 .8 ～ 2 ｍほどでやや窄まり、床
傾斜は 8 度である。





にそれぞれ３カ所ずつ（北 ,2,3、南 ,2,3）、計６カ所の出入り口・窯門がある。４つの窯門は幅 60 ～
65cm で、北 2 は内側 60cm、外側 75cm、南 3 は内側 70cm、外側 .5 ｍである。北  と南  の２つの窯門
には詰めた紅焼土が残っていた。
　998-99 年に発掘された浙江省慈渓市寺竜口窯跡は南宋代初の竜窯跡であるが（『寺竜口窯址』2002）、
長さ 50 ｍ、幅 2 ｍで全体形や燃焼室の構造や形など繁昌窯跡とよく類似している。寺竜口窯跡の窯体は


































穴 C は平面が 2.4 × .9 ｍ、壁が窯レンガで水平に築かれ、基礎部レンガが３層 25cm 残る。内部には
きれいな黄白色砂粒が堆積している。C の一部に重なるようにきれいな紅褐色粘土が長方形状に残り、
釉材料かと推定される。長方形穴に接して西南部に、両側にレンガを積んだ幅 40cm の C の排水溝がある。
　隅円方形煉瓦積み穴 C2 の外側は C 壁に接するレンガ壁で囲まれ、その中央にレンガ壁の隅円方形穴
がある。外側壁は３層の高さ 23cm のレンガが平面 2.5 × 2 ｍで残り、壁内には匣鉢片も混じる。東壁部
分に大きな石が置かれ、そこから幅 50cm の外に開いた排水口があり、外に径  ｍ、深さ 40cm の円形穴
がある。西北壁には幅 2cm、高さ 5cm の暗渠がある。いずれの部分にもきれいな黄白色砂が堆積してい



























　柯家冲窯体中程の西側 T95 区の堆積は  層に分かれ、いずれの層からも瓷片や道具が出土する。第９
～  層出土の青白釉盞は五代の江蘇省南京南唐二陵出土品 (4) と似ている。第６～８層の折肩鉢は北




なお、T96 区第２層から北宋嘉祐元宝 (056-063) １枚が出土した。こうしたことから、柯家冲窯跡は五
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